
問 「親子三世代住める町」定住のための雇用対策は。

町長 今後参考にして考えていきたい

問２０４０年問題について。人口減少に歯止めをかけるには。

町長インターチェンジ横の開発など種蒔きをしていますが、少し時間を頂ければ思っております。

問 平成２９年３月の高等学校卒業の地域別求人者数は、福岡地域で７，４０３人、北九州市地

域で３，５４４人、筑後地域で２，７５６人です。筑豊地域は１，１２８人となっています。ま

た全国の産業（３部門）別１５歳以上就業者割合の推移は第一次産業が大正９年５３．８％、平

成１７年５．１％、第二次産業は、鞍手町、筑豊地区に多い事業体ですが、大正９年、２０％、

平成１７年２５．９％、 第三次産業は、大正９年、２３．７％だったのですが、平成１７年で

６７．３％と、雇用形態が大きく変わっているのです。第三次産業が如何にいま雇用を生み出し

ているかということを考えますと、

鞍手町に第三次産業を誘致しなけ

れば若者が流出し２０４０年問題

の人口減少に、歯止めが効かない

と思いますが。

町長 日本が高度成長し先進国に

躍り出て第一次産業が減り第三次

産業にシフトして行っているのに、

鞍手町が追いついてないというの

が現状だと思います。インターチ

ェンジ横の開発など、いろいろと

手を打っている状況です。そうな

りますと、第三次産業、第二次産業等の雇用も増えるのではと、現在、一生懸命種蒔きをやって

いる状況です。

問 他の自治体で設置している商業施設等立地促進条例や雇用促進奨励金の制度等の制定

する考えは。

町長 今後参考にして考えていきたい

問 若い世代の求職希望は第三次産業が多く、今後、

鞍手町が進むべき道は、地元で働け「親子三世代住

める町」を目指して頂きたいと思うが。

町長 雇用拡大となる色々な手腕があります。例え

ば、光回線があれば東京でなくても、インターネッ

トで、プログラム等が出来るではないか、知恵を絞

ればいろいろな分野の仕事が生み出せると思います。


